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鴫
イエスの言紫

「あfrたがたも開いているとおり、『目

には目を、歯には歯を』と命［られてい

る。しかし、わたしは言っておく。悪人

に手向かってはｒらない。だれかがあな

たの右の頬をおつｆｒら、左の頬をもむけ

fｒさい」

斐書(マタイ福音書５章３８節～３９節）

牧師河合裕志

イエスは無茶なことを言う。一体誰がこ

んな教えに従うことができるのか｡牧師面

しているお前さん､クリスチャン面してい

るあなた､これに従えるっていうの？一つ

ぶんなぐって試してみるか～全くこんな

思いになってくるような言葉では？

これは復善を禁じた言葉に違いない。目

には目を、歯には歯を、といった、この実

にわかりやすい、人間の思いにピッタリ

の､理にかなったやり方はしかしとらない

ようにと言う。これでイエスは復讐の連鎖

を断ち切ろうと考えたのか｡確かにそう読

めなくもない。人間の歩み､歴史はこの連

鎖だったと言えるかもしれないから。

この流れを断ち切るのが｢悪人に手向か

ってはならない」「だれかがあなたの右の

頬を打つなら、左の頬をも向けなさい」と

いうことになる。全くの無抵抗､やられっ

ぱなし｡この覚悟があるならそこに平和が

訪れるかもしれない。

この無抵抗の姿勢は弱者のとる姿なの

だろうか｡一見そう見える。力がないから

反抗ができない、泣き寝入り。しかし「左

の頬をも向けなさい」というこれは何だ。

ただの無抵抗というのではなさそう。これ

はとても弱虫ではできない。どうぞこちら
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の頬をも打ってくださいと相手に迫って

行く。この気迫｡敵はタジタジになってし

まうかも。このようにして相手に非を悟ら

せ敵に打ち勝てということか。

悪人には力をもって抵抗せず無抵抗の

姿勢を貫いてこれに勝利して行く｡積極的
な無抵抗主義がイエスの考えかもしれな

い｡これは立派に見えるがしかし実際には

実行不可能なことと思われないか｡そんな

中、キング牧師は壮大な実験をした｡彼は

はやる黒人同胞に対し「非暴力による抵

抗｣を訴え彼らをよく組織して人種差別撤

廃のため公民権獲得のため闘った｡爆弾を

投げ込まれても､警察犬をけしかけられて

も刃向かわずに。こうして目的を達成し

た。

私達は弱くなかなかこうはうまく行か

ない｡頬を打たれたらこのヤローと打ち返

すのが関の山｡こんな私達だけれどキング

のような人､それに従った人々もいたんだ

とおぼえることはいくらか励みになるか

も｡またイエスに祈って力を頂くこともよ

いこと。このようにして暴力のない平和な

世の中､世界へとこの私から一歩でも近づ

けたいもの。
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